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1. 平成23年3月期第２四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)

(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

 23年3月期第２四半期 3,469 13.7 79 － 141 － 113 －

 22年3月期第２四半期 3,052 △25.1 △218 － △162 － △264 －

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年3月期第２四半期 11. 27 －

22年3月期第２四半期 △26. 19 －

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第２四半期 5,808 2,513 42.3 243. 72

22年3月期 5,836 2,421 40.6 234. 70

(参考) 自己資本 23年3月期第２四半期 2,458百万円 22年3月期 2,367百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 － 0 00 － 0 00 0 00

23年3月期 － 2 50

23年3月期(予想) － 2 50 5 00

3. 平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日）
(％表示は、通期は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,400 1.6 98 - 200 - 160 - 15. 86



  

 
(注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 
(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成

に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していませ

ん。 

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）3ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は、【添付資料】P.3「その他」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 有

  新規   社 (            )、除外 1社 (株式会社ソーコゴーセン)

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年3月期2Ｑ 10,120,000株 22年3月期 10,120,000株

② 期末自己株式数 23年3月期2Ｑ 32,650株 22年3月期 32,255株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Ｑ 10,087,575株 22年3月期2Ｑ 10,088,033株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、輸出の増加による企業収益の向上や設備投資の下

げ止まりにより穏やかな回復基調にありましたが、雇用の悪化は改善されず個人消費は低迷が続き、今

後については円高による為替相場も影響し、厳しい環境になると予想されます。 

繊維業界におきましては、新興国を中心とした経済成長が著しく輸出は増加となり、国内においても

政策減税の効果から車輌資材シート地など回復の兆しが見えましたが、今後はエコカー補助金の期限切

れによる国内需要の落ち込みや、円高の進行から海外生産への切替えが進み、売上の増加は望めないと

思われます。 

このような状況のもと、当社グループは、『生産数量・規模に見合った設備体制に整備し、適正稼動

設備による生産性改善を徹底実行する。それに伴う品質管理、予防保全、過剰なエネルギー削減、過剰

に使用している原材料の削減、適正な人員体制を実現し、損益の黒字化を達成する』を最大の目標とし

た事業計画に対して、一部進捗は遅れてはいますが、上記の方針を強力に推し進め、損益の向上に努め

ました。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は34億69百万円(前年同四半期比13.7％増)、経常利益

は１億41百万円(前年同四半期は１億62百万円の損失)、四半期純利益は１億13百万円(前年同四半期は

２億64百万円の損失)となりました。 

 事業の種類別セグメントの業績は次のとおりです。 

(1) 繊維事業 

衣料用途においては、国内需要の減少が続く厳しい環境の中、化繊裏地は在庫調整が進み一時的に

増大となり、化繊アウターはコート地を中心に伸長となりましたが、合繊織物は国内外との競合によ

り減少となりました。輸出向けでは軽量スポーツ素材が増加となりました。 

資材用途においては、車輌シート材は、エコ減税の効果と、海外販売車に搭載する生産が増大とな

り堅調に推移しました。生活資材関連の高機能繊維は、ほぼ予定通りとなりました。 

以上の結果、繊維事業全体における売上高は、33億３百万円（前年同四半期比13.3％増）となりま

した。 

(2) その他の事業 

内装業及び機械製造・修理事業においては、繊維事業同様厳しい環境のなか、外販の促進と経費削

減を進めました。 

以上の結果、その他の事業における売上高は１億65百万円となりました。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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(1)資産、負債、純資産の状況 
(流動資産) 
当第２四半期連結会計期間末における流動資産の残高は29億87百万円で、前連結会計年度末に比べ

53百万円増加しました。これは、受取手形及び売掛金が37百万円増加したことが主な要因です。 
(固定資産) 
当第２四半期連結会計期間末における固定資産の残高は28億21百万円で、前連結会計年度末に比べ

81百万円減少しました。これは、機械装置及び運搬具の減価償却費等による減少が主な要因です。 
(流動負債) 
当第２四半期連結会計期間末における流動負債の残高は18億84百万円で、前連結会計年度末に比べ

３億45百万円減少しました。これは、短期借入金が２億97百万円減少したことが主な要因です。 
(固定負債) 
当第２四半期連結会計期間末における固定負債の残高は14億11百万円で、前連結会計年度末に比べ

２億26百万円増加しました。これは、長期借入金が２億37百万円増加したことが主な要因です。 
(純資産) 
当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は25億13百万円で、前連結会計年度末に比べ91

百万円増加しました。これは、利益剰余金が１億13百万円増加したことが主な要因です。 
(2)キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純
利益１億29百万円、非資金取引である減価償却費１億71百万円の収入と、売上債権の増加及び退職給
与引当金の減少による支出があり、結果として１億27百万円の収入となりました。 
投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得等により、53百万円の支出となりまし

た。 
財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金４億円を、長期借入金に借換を行ない、また長

期借入金の返済による支出１億円等により、62百万円の支出となりました。 
以上の結果、当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末より

10百万円増加し、５億57百万円となりました。 
  

平成22年５月13日に発表いたしました平成23年３月期の業績予想に変更はありません。 
  

  

前連結会計年度末において当社の連結子会社であった(株)ソーコゴーセンは、平成22年７月１日付
で、当社を存続会社とし、当社の子会社である(株)ソーコゴーセンを消滅会社とする吸収合併を行っ
たことに伴い、当該子会社は消滅いたしました。 

①固定資産の減価償却費の算定方法 
定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定す

る方法によっております。 
②税金費用の計算 
税金費用については、連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合

理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、当該見
積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる会社については、法定実効
税率を使用して計算した金額を計上しております。なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示
しております。 

①資産除去債務に関する会計基準の適用 
当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成

20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号
平成20年３月31日）を適用しております。 
 これにより、税金等調整前四半期純利益が27百万円減少しております。 

②企業結合に関する会計基準等の適用 
企業結合等が当第２四半期連結会計期間に行われたことに伴い、当第２四半期連結会計期間より、

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）及び「企業結合会計基準
及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月26日）を
適用しております。 

  

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 700,865 690,530

受取手形及び売掛金 1,646,163 1,608,233

商品及び製品 167,978 146,493

仕掛品 144,666 166,188

原材料及び貯蔵品 305,534 290,278

その他 40,315 49,360

貸倒引当金 △18,307 △17,420

流動資産合計 2,987,216 2,933,664

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,142,699 1,099,131

機械装置及び運搬具（純額） 617,936 698,688

その他（純額） 246,316 260,239

有形固定資産合計 2,006,952 2,058,060

無形固定資産 10,686 10,273

投資その他の資産

投資有価証券 694,370 718,548

その他 109,632 116,282

投資その他の資産合計 804,003 834,832

固定資産合計 2,821,641 2,903,165

資産合計 5,808,858 5,836,829

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,194,310 1,203,501

短期借入金 303,440 601,200

未払法人税等 16,435 3,710

賞与引当金 16,669 15,260

その他 353,181 406,024

流動負債合計 1,884,036 2,229,695

固定負債

長期借入金 368,060 130,900

退職給付引当金 712,252 760,217

役員退職慰労引当金 12,911 50,218

負ののれん 9,407 9,866

資産除去債務 90,878 －

その他 218,116 234,319

固定負債合計 1,411,625 1,185,522

負債合計 3,295,661 3,415,217
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 506,000 506,000

資本剰余金 130,686 130,686

利益剰余金 1,665,427 1,551,738

自己株式 △5,655 △5,614

株主資本合計 2,296,459 2,182,810

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 162,026 184,757

評価・換算差額等合計 162,026 184,757

少数株主持分 54,710 54,043

純資産合計 2,513,196 2,421,611

負債純資産合計 5,808,858 5,836,829
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(2) 四半期連結損益計算書

【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
 至 平成22年９月30日)

売上高 3,052,325 3,469,605

売上原価 2,925,184 3,095,515

売上総利益 127,140 374,089

販売費及び一般管理費 345,419 294,460

営業利益又は営業損失（△） △218,278 79,628

営業外収益

受取利息 504 222

受取配当金 5,568 7,106

受取賃貸料 52,381 50,591

持分法による投資利益 － 8,080

その他 19,548 19,586

営業外収益合計 78,002 85,588

営業外費用

支払利息 4,030 5,880

持分法による投資損失 2,737 －

賃貸費用 12,342 14,057

その他 3,268 3,446

営業外費用合計 22,379 23,384

経常利益又は経常損失（△） △162,655 141,832

特別利益

貸倒引当金戻入額 187 80

役員退職慰労引当金戻入額 － 16,256

特別利益合計 187 16,336

特別損失

固定資産処分損 2,475 4,442

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 23,832

特別損失合計 2,475 28,274

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期純
損失（△）

△164,942 129,894

法人税等 98,084 14,384

少数株主損益調整前四半期純利益 － 115,510

少数株主利益 1,129 1,820

四半期純利益又は四半期純損失（△） △264,156 113,689
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△164,942 129,894

減価償却費 193,175 171,024

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 23,832

持分法による投資損益（△は益） 2,737 △8,080

有形固定資産処分損益（△は益） 2,475 4,442

その他の償却額 △17 151

退職給付引当金の増減額（△は減少） △27,745 △47,964

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 262 △37,307

賞与引当金の増減額（△は減少） △4,025 1,409

貸倒引当金の増減額（△は減少） △846 887

受取利息及び受取配当金 △6,072 △7,329

支払利息 4,030 5,880

売上債権の増減額（△は増加） △10,805 △37,930

たな卸資産の増減額（△は増加） 35,534 △15,218

仕入債務の増減額（△は減少） △14,532 △9,190

その他の資産の増減額（△は増加） △10,936 7,867

その他の負債の増減額（△は減少） 110 △54,906

小計 △1,596 127,461

利息及び配当金の受取額 6,072 7,329

利息の支払額 △3,899 △6,064

法人税等の支払額 △2,397 △1,616

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,820 127,108

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △159,740 △54,134

無形固定資産の取得による支出 △4,625 △2,010

従業員に対する貸付金の回収による収入 4,721 1,578

長期前払費用の取得による支出 △11,520 －

その他の支出 △254 △150

その他の収入 853 880

投資活動によるキャッシュ・フロー △170,566 △53,835

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △90,000 △360,000

長期借入れによる収入 100,000 400,000

長期借入金の返済による支出 △97,300 △100,600

自己株式の取得による支出 △33 △40

少数株主への配当金の支払額 △570 △1,140

その他 － △1,157

財務活動によるキャッシュ・フロー △87,903 △62,937

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △260,290 10,335

現金及び現金同等物の期首残高 548,635 547,530

現金及び現金同等物の四半期末残高 288,345 557,865
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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